















SchaufeliWB の 3 名により強く牽引されてきており、現













































































































































































ば、これは台頭しつつある ‘ 柔軟な資本主義 ’ の結果で

































































































































































かの言語には ‘ バーンアウト ’ または ‘ バーンアウトす




家や研究者は ‘ 科学的な ’ 英語の用語を用いている。ま






























































































































































うである。彼らはともかく ‘ バーンアウトしている ’ 人
















3 つの MBI 下位尺度を含むかもしれない多様な情報を統
合し、二分化した診断基準に到達する。















ここでは ‘ バーンアウト ’ は最終段階と明確に定義して
おり、臨床的に有効な MBI のカットオフポイントを診
断ツールとして使用することを推奨している。
　このように、‘ バーンアウト ’ の定義は、その文脈（背
景）と用語を使っている人々の意図によってさまざまで














































常に悪く ’、残り 2 つのシニシズムと職務効力感得点の


























































トした。‘ ここが駄目 ’ に焦点を当てていたバーンアウ
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Concept of burnout: Where did it come from? Where will it head?
KazuyoKitaoka
Thispaperdiscusestheconceptofburnoutitself,ratherthanreviewingresearchfindings
onburnout.Therootsoftheburnoutconceptseemtobeembeddedwithinbroadsocial,
economic,andculturaldevelopmentsthattookplaceoverthelastquarteroftheprevious
centuryandsignifytherapidandprofoundtransformationfromanindustrialsocietyintoa
serviceeconomy.Thissocialtransformationisaccompaniedbypsychologicalpressuresthat
maytranslateintoburnout.Aftertheturnofthecentury,burnouthasincreasinglybeen
consideredaserosionofapositivepsychologicalstate.Althoughburnoutseemstobeaglobal
phenomenon,themeaningoftheconceptdiffersbetweencountries.Thepaperdocumentsthe
variationinexactmeaningoftheconceptofburnoutaccordingtocontextandtheintentions
ofthoseusingtheterm.
Abstract
